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発
言
順
位

質 問 者
質問の
相　手

①
本町の魅力をPRできる通年型観光地としての具体的な
観光戦略とは。

町長

②
目指すサイクルツーリズム・体験型観光の具体的な形
は。

町長

③
観光協会の役割は。
（外部に開かれたものか。利用しやすい体制か。1年を通
しての活動は。）

町長

① 人材バンク発掘状況 町長

② 人材バンク活用の状況（まちづくり、地域力づくりの面で） 町長

① 民生委員児童委員の充足状況。（含、充足率） 町長

② 現在把握している「委員のなり手不足」の原因。 町長

③
委員の選定方法。（含、これまで行ってきた委員選定対
策）

町長

④ 行政による民生委員児童委員のバックアップ体制は。 町長

⑤
今後の対策は。（含、委員の活動内容の認知度不足対
策）

町長

① デマンド交通計画はいつ頃予定しているのか 町長

②
高齢者で免許返納を考えている人がいるが、その対応
は

町長

①
長田地区の表川内水路に水が来ないが、県と協議は出
来たのか

町長

② ダム工事を行ったのが原因では 町長

③ 田植えが出来ないが、その対策は 町長

①
財政力の高い自治体が独自の給付事業を行うなど地域
間格差が起きているが、本町として最低限の取り組みは

町長

② 財政面はどう考えているのか 町長

③ ふるさと納税の今後の推移は 町長

① 公共の投資的経費をもっと増やすべきではないか 町長

②
町主催のイベントの見直しを図るべきでは
（ふるさとまつり、ハーフマラソン、モノづくりフェア等）

町長

③ 給食センターの民営化を考えてはどうか 町長

④
蓼池方面に簡易な役場事務所を造っては
（国道269号線沿いに“道の駅”を造っては）

町長

一　　般　　質　　問

質 問 事 項 質問の要旨

1 楠原　更三

1 観光振興について

2 人材バンクの実態について

3 民生委員児童委員について

2 新坂　哲雄

1 くいまーる交通について

2 農業水利について

3 保育料無料化について

3 山中　則夫 1
町政の諸課題の取組みにつ
いて
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一　　般　　質　　問

質 問 事 項 質問の要旨

① 人材派遣型企業版ふるさと納税の内容はどういうことか 町長

② 本町はどうのようであるか 町長

① 部活動指導の外部人材登用はどのようであるか 教育長

② 登下校の見守りはどのようであるか 教育長

③ 時間外の対応はどのようであるか 教育長

④ 給食費の徴収はどのようであるか 教育長

3
新型コロナウイルス感染対
策について

① 小・中学校のマスク着用はどのようにするのか 教育長

4 循環型農業について ①
地域資源を利用した循環型農業について、本県と川南町
が協定を結んでいる。本町も、この事業に取り組むことは
出来ないか

町長

5
多面的機能支払交付金につ
いて

① 内容（組織名・金額）はどのようであるか 町長

①
給食費、保育料の相次ぐ無料化に伴い、町税等の負担
増になるのではないかと心配の声があるが、どう思われ
るか。

町長

②

無料化の財源として、ふるさと納税の一部を充てると言う
事であるが、令和４年度は目標に届かなかったが、原因
と今後の取り組みは。（もっと力をいれるべきではない
か）

町長

2 公式ラインの活用について ①
アカウントの取得状況と、梅雨期前の大雨などの防災と
しての活用や、移住定住（移住支援制度の充実）として
の活用は図れないか。

町長

3
木材利用促進基本方針と森
林環境譲与税について

①
木材利用促進基本方針について改正の概要と、森林の
保全や木材利用を推進するため、積極的に森林環境譲
与税の活用は図れないか。

町長

①
遊具広場上の旧配水池の耐震性と、展望所などとしての
利活用は出来ないか。

町長

②
土地開発公社による公園内の用地取得について、キャン
プ広場などとして利活用は出来ないか。

町長

5 災害復旧について ①
昨年の台風１４号による福留用水路の復旧について、田
植え時期までには間に合わせたいとの事だったが、その
後の進捗状況はどうか。

町長

4 内村 立

1 ふるさと納税について

2
教育委員会の現在の状況・
今後について

5 堀内　義郎

1
保育料無料化と財政につい
て

4
上米公園の整備と利活用に
ついて
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一　　般　　質　　問

質 問 事 項 質問の要旨

①
３歳児健康診査における屈折検査の重要性をどのように
考えているか

町長

② 3歳児健康診査における視覚検査の目的・意義は 町長

③ 町内での３歳児検査での弱視は何人 町長

④
乳幼児の弱視等は早期発見することで治療が可能であ
り、屈折検査は、片眼性の弱視等を検出するのに有用で
あるため、屈折検査機器導入できないか

町長

① 役場内での男性の育児休業取得状況は 町長

②
育児・介護休業法の改正により、町内企業への男性の育
児休業取得の周知は

町長

③ 男性職員の取得促進するための対策は 町長

④
父親の家事・育児参加への意識改革や子育てのスキル
取得はどのようにされているのか

町長

⑤
“とるだけ育休”を改善、育休の“質”を高めるためのガイ
ドブック作成はできないか

町長

①
子宮頸がん予防ワクチン接種の積極的勧奨再開後に、
何人がワクチン接種されているか

町長

②
キャッチアップ接種（HPVワクチン接種を逃した人）は何
人か

町長

③ キャッチアップ接種への対応は 町長

④ 男性への接種対象拡大されたが、期待される効果は 町長

⑤ 町で男性への接種の助成はできないか 町長

①
町内在住の障がい者（身体・知的は１８歳以上６５歳未
満、精神は２５歳以上６５歳未満）の障がい別の数及び
雇用の現状は（一般就労、就労継続Ａ型、Ｂ型）

町長

②
自治体・公的機関も含め、町内企業の国が定める障が
い者雇用率の達成状況は

町長

③
町として障がい者の雇用拡大に向けた取り組みは考え
ているのか

町長

④
障がい者就労施設等からの物品等調達についての実績
は

町長

⑤
三股町障がい福祉計画の福祉施設から一般就労への
移行等に対する目標値の根拠は

町長

⑥
障がい者支援等の取り組みにあたり、各団体や機関など
と協議はなされていると思いますが現状の課題は

町長

6 田中　光子

1
３歳児健康診査における屈
折検査について

2
男性の育児休業取得につい
て

3
HPV（ヒトパピローマウイル
ス）ワクチンについて

7 岩津　　良 1
障がい者の就労支援につい
て
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一　　般　　質　　問

質 問 事 項 質問の要旨

① 役場内における、現在の保健師の配置状況は。 町長

② 職務上、保健師の配置が義務付けられている部署は。 町長

③
今年度の採用も踏まえ、今後どの部署に何名保健師を
配置する予定なのか。

町長

④
高齢者包括支援センターの人員配置は適切であるの
か。

町長

①
「見守りが必要な高齢者を、短時間でも見守ってもらえる
サービスがあると良い」との声がある。町内でそのような
サービスの提供している事業所があるのか。

町長

②
そうした事業を町独自のサービスとして提供するか、補
助を出す等の考えはないか。

町長

③
介護保険の対象でない高齢者より、「一時的なお手伝い
サービスがあると助かる」との声を聞く。町内でそのよう
なサービスの提供をしている事業所があるのか。

町長

④
そうした事業を町独自のサービスとして提供するか、補
助をする等の考えはないか。

町長

3
保育園・幼稚園・幼保園の広
域入所について

①
保育園等を利用する場合、三股町と都城市の取り決め
で広域利用が原則認められていない。どのように考える
か。

町長

① 従来の公共事業とPFI事業の最大の違いは 町長

②
民間事業者側からみた、PFI事業のメリットは。
また、デメリットはあるのか。

町長

③
三股町が目指す地域密着型官民連携事業の特色は。
また、まちづくり合同会社の役割は。

町長

④
SPC（特別目的会社）をつくる理由は。
パススルーの原則、倒産隔離の意味は。

町長

⑤
PFI事業を実施することで、行政側にはどのような業務が
増えるのか。（事業契約までの主な流れなど）

町長

⑥
現在の事務局体制で対応できるのか。また、庁内体制は
今後、どう構築していくのか。

町長

⑦
今後、事業を進めるにあたって、どのような専門のアドバ
イザーが、どの時点で必要となるのか。

町長

⑧
今後、まちづくり合同会社が主体となり事業が進むと思う
が、まちづくり合同会社はどのような事務局体制で取り組
むのか。

町長

⑨

事業者の公募はどのような方法で行う予定か、また、企
画提案書の作成には、膨大な時間と各事業者との調整
が必要になると思うが、町内の事業者がどれくらい参加
できると考えているのか。

町長

⑩
PFI事業は、性能発注となるが、特に建設の場合など、品
質低下につながらないか。また、品質確保のための対策
は。

町長

⑪
PFI事業は、維持管理など、長期契約となるが、そのため
従来よりコストが増加する可能性はないのか。また、そう
ならないための対策はあるのか。

町長

⑫

自主事業（商業交流施設）の経営がうまくいかなくなった
場合、特定事業（町民交流施設）の公共サービス運営に
影響を及ぼす事が考えられる。このようなリスクを分離す
るための方策は。

町長

⑬

事業費については、国の50パーセント補助事業を使うと
計画されているが、町民交流施設の整備計画が決まる
前に、先に周辺道路や公園、敷地内の広場の整備は実
施できるのか。また、この事業期間（5年）の延長はできる
のか。

町長

8 上西　雅子

1
役場内における保健師の配
置について

2
きめ細やかな高齢者支援を
充足させる為の、町独自の
事業について

9 西村　尚彦 1
交流拠点施設整備事業に伴
う事業スキーム（PFI事業）に
ついて
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一　　般　　質　　問

質 問 事 項 質問の要旨

①

高齢者人口が増える中で、独居高齢者や認知症高齢者
の方が増加することが予測されています。今後は、権利
擁護、成年後見人制度の相談が増えていくと思われま
す。町の介護保険財源も踏まえた上での今後の取り組
みや対策を教えて頂きたい。

町長

②

包括支援センターの役割について、三股町は都城市と異
なり委託ではなく、町の運営となっているいますが、国が
求める基準、専門職をしっかりと配置されているのでしょ
うか。問題となるケースの相談や、対応にしっかりとアド
バイスができる体制が取れているのでしょうか。

町長

③

要支援・要介護者について、介護保険更新申請時に要
介護度が軽く認定されることへの町民（当事者）の不満
が聞かれております。介護申請の変更申請件数も年々
増加しており、R２年度：７１件、R3年度：１０２件、R4年
度：１２４件
審査請求（不服申し立て）：R２年度なし、R３年度なし、R4
年度１件
こちらの結果を確認すると適切な介護度認定が行われて
いるのか。なぜ年々増加しているのか。また不服申し立
て件数がなぜ少ないのか。変更申請にかかるコストは無
駄ではないのかを教えて頂きたい。

町長

2 三股町財源について ①
財源をどのように増やしていこうとお考えでしょうか。計
画などもありましたら教えて頂きたい。

町長

①
蓼池児童プール撤去の要望が出ているが撤去計画はな
いのか伺う

町長

②
児童プールの耐用年数と町内児童プールの利用状況は
どうなのか

町長

③ 児童プール撤去に伴う経費はどれくらいか 町長

④
蓼池児童館は自治公民館と併用しており敷地面積が狭く
支障が出ている。プールを撤去することにより児童の遊
び場、駐車場の確保ができるが如何か

町長

⑤
蓼池児童館に面する道路は交通量が多くカーブとなって
いるが歩道がなく危険である。敷地面積を確保すること
により歩道整備もできるが如何か

町長

①
蓼池認定こども園の定員増に伴う増築及び改修につい
ての進捗状況について問う

町長

② 当初予算編成の根拠はどうだったのか 町長

③
実質補助額と法人が想定する金額が大きく乖離した場
合、町としての対応はどのように考えているのか

町長

①
県内市町村別ラスパイレス指数における三股町の実態
は

町長

②
県内自治体における人口、世帯数に対する正規職員数
の比率はどうか

町長

③
隣県自治体の類似団体と比較して町職員の給与水準は
どうか

町長

④
県の給料表は9級まであるが三股町は6級までしかない。
7級までの引き上げはできないか

町長

10 中原　美穂

1 高齢者福祉の充実について

11 堀内　和義

1
蓼池児童プール解体につい
て

2
蓼池認定こども園増築の進
捗状況について

3 町職員の給与実態について


